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1．研究の 目的

　教育現場の マ ル チ メディ ア化 が急速に進むにつ れて 、 英語教育にお いて も、
コ ン ピュ

ー
タ

ー
の 導入 と、マ ル チ メディ ア を活用 した電子教材 ・辞書 や イ ン ターネ ッ トを活用す る こ とに

よ りイ ン ターラクテ ィ ブな言語学習 がで きるよ うにな っ た 。 音声・映像 ・文字を伴 っ た教材は、

学習者の 興味を喚起 し学習理解 を容易に するとい う理由か ら、また、コ ン ピュ
ー

タ
ー

を使用

した授業は 、 学習者の動機づけに よい影響を与えて い るとの理 由か ら、 マ ル チ メディ ア教材

や CALL ラボの 使用が英語学習に きわめて 有効で ある として 、 多 くの 事例報告がな されて

い る。 また最 近で は、マ ル チ メディ ア の学 習効果 を測定・検証す る基礎的研究の必 要性が高ま

りつ つ ある。 本研究は、マ ル チ メディ ア 型 CALL 教材、およびコ ン ピュ
ーターに サポー ト

された授業方法 には学習効果があるのか どうか を実証的に検証す る こ とを試み る、実験研究

で ある 。

2 ．研究の 背畳

　平成 8 年度に新設され た常磐大学国際学部で は、入学直後に実施す るプ レース メ ン トテ ス

トによ り達成度別 クラス 編成 （6 クラス ）を行 い 、全クラス 統
一

教材を用 い て 4 技能別の 必

修英語授業を展開 して い る 。 こ の うち、 リス ニ ン グの授業は、 CALL 教室 に おい て 従来の

ビデオ型教材 と、ネ ッ トワーク版の マ ル チ メディ ア 型教材 を用 い て実施 して い る 。

　 こ の ネ ッ トワ
ーク版の マ ル チ メ ディ ア型教材の特徴は、学 生 ごとの 学 習進捗度 （履歴 ） を

サーバ ー
で

一
括管理する こ とに よ り、進捗状況表、学生別学習デ

ー
ター累積表、成績表、月

間利用 状況表な どのデーターに よる学生の掌習状況の 把握・指導が可能で あるこ と、また、オ

ン ・デマ ン ドで学生 の能力 ・ニ
ーズに応 じた個別学習が で き るこ とに ある。

　平成 8 年秋セ メス ターよ り、本教材 を本格的に使 用す るに あた り、授 業時間中に各学 生の

ペ ー
ス で 学習す る時 間を毎 回 25F−−30分設 け、さ らに空き時間 にお ける 自習 を奨励 して きた。

授 業時間 中 ・自習時間中の各学生の学習状況 （学習回数 ・学習時間 ・書取練習回数 ・発音練

習回数 ・単語探 し問題最高正 解率 ・単語書取 問題最高正 解率 ・穴埋め問題最高正 解率など）

はデ
ー

タ
ーべ 一

ス と して ネ ッ トワ
ーク上の フ ァ イル サーバ ーに保管され 、教 師だけで な く学

生 もその 状況 を確認 した り出力 した りするこ とがで きる 。

3 ．研究の デザイ ン

3．1　仮説

　　 （1 ）マ ル チ メディア 型 CALL 教材は 、 学習者の 英語力向上 に学習効果が ある。

　　 （2）授業に導入 され た コ ン ピュ
ーター とい うメデ ィ ア は、英語学習 に有効 で あ る。

3．2 被験者

　　　 国際学部 1年次の 4 クラス （上位達成度 2 クラス 、下位達成度 2 クラス ）の 169名

　　　　（男子 96 名 、 女子 73名）。

3．3　対象授業および期間

394
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

9月 6 日出 　実践報告第 6室 （f6号館307）

　　　　英語皿 （リス ニ ング）の授業 12回およ び自習時間、平成 8年 10月〜平成 9 年 1月 。

3．4　教材 ソ フ ト

　　　　8 βOA 四 躍 盈昭 ∬ 野 α フ跖 以 ネ ッ トワ
ーク版 （孤 プス シス弘 イ万ゲト ション （株））

　　　　　第 3 コ
ー

ス 　LADDER 　　（段 階コ
ー

ス ） ：英検 3 緩 ・2 級 レベ ル

　　　　　第 4 コ
ー

ス 　BREAKTHROUGH 　（前進コ
ー

ス ） ：英検 2 級 レベ ル

3．5 方法

　　　（1 ） 教材 ソ フ ト使用前の 学生の 英語能力 （主 と し て 聴 くカ、書 くカ）を測定するため

　　　　　にディ クテーシ ョ ン形 式の プレ・テス トを行 う。 また、教材 ソ フ トや コ ン ピ ュ
ー

　　　　　ター等に 対す る学生 の意識 をつ か むために プレ
・
ア ン ケ

ー
トをとる （第 1 週授業）。

　　　（2）教材 ソフ トを使用 した授 業、および 自習 （第 2 週 〜第 11 週） 。 シ ラバ ス を与え

　　　　　 1 週間 1 ユ ニ ッ トをめやすと した学習 を指示 。 学習状況はデータベ ー
ス に蓄積 。

　　　（3 ）教材 ソ フ ト使用後の 学生の 英語能力瀾定のた めのポス ト
・
テ ス ト（プ レ・テ ス トと

　　　　　 同
一

内容）、お よび教材 ソ フ トや コ ン ピュ
ー

ター等に 対する学生の 意識に つ いて

　　　　　 ポス ト
・
ア ン ケ

ー
トをとる （第 12 週 授業） 。

3、6 分 析方法

　　　（1 ） プ レ ・ テ ス ト／ ポス ト ・テス トの 基礎銃計 を と り、教材 ソ フ トを使用 したこ と

　　　　　 でテ ス トの 成績が向上 したか どうか を讀べ るために、 4 クラ ス ごとに 平均値の

　　　　　 有意差検定　（t 検定） 。

　　　 （2 ） テス トの 成績向上 の 度合い が、上 位達成度クラ ス と下 位達成度クラス では相違

　　　　　 がみ られ るか どうかを調べ るため に、4 クラス 間で プ レ ・テ ス ト／ ポス ト ・テス

　　　　　　トの 差の 平均値の 有意差検定　（F 検定、
t 検定） 。

　　　 （3）学習デ
ー

タベ ース か ら、学習時間、発音練習回数、書 取練習回数の 基礎絞計 。

　　　 （4 ） 学習時間と成績の 相関をみ るために 、学習時間とプ レ ・テス ト／ポス ト・テス ト

　　　　　 ／ プ レ
・ポス トテ ス トの 差 との 相関分析 （ピア ソンの 相関係数、ス ピアマ ン の類

　　　　　 位相関係数）。同様に、発音練習 回数 と成績、書取練習回数と成績の 相関分析 。

　　　 （5）意讖調査の 分析、解釈 のために、プ レ
・
ア ンケー ト／ ポス ト

・
ア ンケ

ー
トの 項 目

　　　　　 ごとの度数 の集計 、 および各クラス ごとの 回答の 有意差検定　（x2 検定）。

　　　（6 ）成績の向上 には、教材 ソ フ トや コ ン ピュ
ー

タ
ー

へ の 興味、学習者の意欲な どの う

　　　　　 ちどの よ うな要因 が影響 す るのか を調べ るために 、テ ス トデータ とア ンケ
ー

トデ

　　　　　
ー

タの 多変量解析 。

4 ．結果

　教 材 ソ フ トを使用 する前後 で は、各クラ ス ともテ ス トの 成績が 向上 し有意差がみ られた 。

一
例をあげる と、上 位達成度 A クラス で は、プレ

・テス ト平均値 36 ，9 が ポス ト・
テ ス ト平

均 値 41 ．2 に 、 下位達成度 F クラス では、 23 ．9 か ら 27 ．8 とな っ た （p ＜ O ．05
， 50

点満点） 。 また、プレ ／ ポス トテ ス トの 差の 平均値 、 すなわち成績向上 の 度合い に は クラス

間に 有意差はな く、どの レ ベ ル の クラス の学生に も教材 ソ フ ト使用 に よる局程度の 学習効果

がみ られ た 。 学習時 間、発音練習 回数、書取練習回数それ ぞれ と成績 との 間に は 、弱い 正 の

相関がみ られ、また、ア ン ケー ト分析 と多変量解析に つ い て は途 中で あるが、仮説 をある程

度サ ポー
トで きる結果がで ると思われ る 。 デ

ー
タ分析方法 を再度磑認 した うえで 、分析結果

と考察 を発 表当 日詳細に報告する予定で ある。
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　　　　　　　　〈資料〉

　　　　　　　　表 1 プレ
・
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プレア ン ケ
ー

ト項 fi　・結果 〈回答欄 ： Al は い、　 A2 い い え、　A3 どちらともいえ ない 、（具体的な理 由 二）〉

BQI ）コ ン ピュ
ーターの操作は 好 きで す か ？

BQ2 ）英躇を勉強するこ とは好きで すか ？

BQ3 ）CAt ⊥ 教室 で の 英語 の 授業は 、普通教室で の 授業と比 べ て楽 しい です か ？

BQ4 ）コ ン ピュ
ーター使用の 授婁は英語学習に効渠的だと思い ます か ？

BQ5 ）コ ンピュ
ーター使用 の 英躇の授粟を増 や して ほ しい で すか ？

BQ6 ）CALL 教材 の BBO 　NEVY 　ENGUSH 　COURSE に 興味 が もて ますか ？

BQ7 ＞BBC （NEnt 　ENGUSH 　COURSE を授 業中だけで なく空き時間などにも積極的 に勉強した いで す か ？
BQ8 ＞イン タ

ー
ネッ トを使っ て海外の 人 たちと英梧 の 手紙 の やり取りをして み た い で す か ？

BQ9 ）電子 メール の ア カウ ン ト（個人 番号）を欲 しい です か ？

BQIO ）その 他、授業に 関するあなたの 考えを白由 に記述 してください （自由記入 欄）

Students
’
Answers 　ef 　Pre − Questionnaire
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ポ ス トア ン ケ
ー

ト項 目
・結果 〈 回答欄 ： A1 はい 、　 A2 い いえ、　 A3 どちらともい えない、〔異 体 的 な 理 由 ：） 〉

AQ1 ） CALL 教室で の 英梧 の 授業は．勉 の 莫語 の 授業と比べ て 面白いで すか ？
AQ2 ） CA しL敦材 の BBC 　NEVY 　ENGUSH 　COURSE は 薗 白 い です か ？

AQ3 ）あなたは BBC 　NE レγ ENGUSH 　COURSE を積極的に 学習しました か ？
AQ4 ） BBO 　NEW 　EAr6L ／SH 　COURSEi まあなたの 英梧掌習に 効桑 が ありましたか ？
AQ518BC 　IVEVV 　EVGUSH 　COURSE を今後も学習したい です か ？

AQ6 ） BBC ハtEV− ’
　E 　VGUSH 　COURSE の 学 習 記 録は 学習 の 参考 に なりますか ？

AQ7 ） CALL 教室 で の英語の授桑で 、最も効果が あると思う点を書い て ください　（自由記入帽 ＞
AQ8 ） CAL 」教室 の 施設・設欝 に 対する意見 や 要 望 を書 い て 〈ださい 　（自由記 入 欄 ）
AQ9 ） CALL 教室 での 教 材 ・学 習 ・

指導に 関する意見や 要望を書 い てください　 （自由記入欄）
AQIo ＞その 他、伺 か あればあなたの 考えを自由 に 記述して ください （自由記入鳳 ）

StUdentS’Answors 　of 　Post−Questionnaire
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